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アメリカ合弁闘における林業と環境保全連動(2 ) 

一雑誌、 "Gardenand Forest"とその関係者A たち

伊藤

Forestry and Conservation Movement in the United States (2) 

一 "Gardenand Forest" Magazine and the Contritutors -

Taiichi ITo 

裂

19m紀末のアメリカにおける環境問題の顕夜化は環境保全の専門分野としての林業と逃闘の確

立を促した。その環論的運動の一課毎おったのが "Gardenand Forest" という雑誌とその隣

略者ーたちであった。それまでの林業とは，無尽!伎の森林から*毎戊るだけの業であり，議関とは

11lij認や家の!川りの修;設でしかなく，箭福な人々の関心は珍奇な植物の収t誌に向けられていた。そ

こから環暁とう広大な空前!のf~~全への関心巻高め，自然公開や者rlS"rlTの緑地計測へlúJかう理論づ

けがなきれるようになる ζ とに， ζ の~\íf.総の関係者たちはその論説などを通じて大いに没献した。

1.はじめに

前問ぺ環境保全のための林業の実践の場としてのどルトモア (Biltmore)のi)t;tfIJ，ピンショー

(Gifford Pinchot)とオルムステッド (FrederickLaw Olmsted， Sr.)の関誌，林業教育など

について論じた。本論で'tJ，環境保全j話加を広める手段として維持lζ現れた論説やその関保者の

出動から，林業と造簡の頭!論的な発展について考察する。ここでもアメリカにおける科学的林業

の確立者であるファーノウ (BernhardE. Fernow)や泣代造部!の父と諮われるオルムステッ 1<

が大きな役割や演じている O プラントハンターが新障与を求めて世界を探検したのは金持ちの遊楽

であったが，単なる珍問への関心から次第に環境に対する恕識へ自党めていく過程が，乙の{泉

JAl;t[1のおまりと相関がある。

ピルトモアでのプロジェクトがノースカロライナ升!のアッシュピル (Asheville)で進められ

ていだのとIITJ11剤師の1888伴lに "Garden and ForE'-st"という雑誌がニューヨ…クで発刊された

(図1) 0 その発行裁-任者はハーバード大学教授で，アーノル I~'樹木閥 (Arnold Arboretum) 

の殴長としてアメリカの樹木学の中心的人物であったサージェント (CharlesS. Sargent， Izl-
2 )であった。 1I慢と森林Jというタイトル自体からも， 2つの!j理質の惣開会扱っているよう lζ

感じさせるが，その話IJIill'lが「悶芸とえ!i協!芸術，林業 (Horticulture，Landscape Art and 

Forestry) Jとあるように，植物という共通現があるとはいえ，今日の観点からすれば，対象が

非常に幅広く，その購読者は浪花líを 1:1'1心とする栴福な知識人I~I認で、あったと考えられる。

ζの創刊の期的として，森林の枯渇という危機感が横1こわっている一方，総消的ゆとりの発生
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による関誌や外来樹積への関心などがあったζとが考えられる。本論ではアメリカでの環境保全

史における ζの雑誌の意義母明らかにするとともに，乙の雑総J乙関わった人々の活動やその掲載

記事を通じて，樹木や造閣に隣する関心がどのように環境へと拡大し，理論づけられ，さらに専

門家が育成されるようになったのか探る。

2. サージェント (1841-1927)とアーノルド樹木鶴

まず， ζの雑誌の資住者であったサージェントについて概略を記す九彼は1841年4月24羽ボス

トンの裕福な家庭lζ生まれた。父親 (IgnatiusSargent)は成功した緩行家であるだけではなく，

閥芸マニアでもあった。サージェント家はボストン郊外のジャマイカ油のほとりに大邸宅ぞ構え

ていた。さらに，甥 (HenryWinthrop Sargent)のニューヨークの邸宅には，その隣人かつ毅

友の遊関家ダウニング (AndrewJ ackson Downing)がデザインした臨鴎があり，サージェン

i、一家もしばしば訪れていた。

このように恵まれた環境に育った彼は， 1862年l乙ハーバード大学寄辛うじて本議後，軍隊生活

を体験してから，ヨーロッパで3年闘を過ごした。 1868年にボストンに民ってからは，自宅の130

エーカー (52，6ha)におよぶ敷地の造闘管'膿ぞ仕事とした。乙れが職業と呼べるものであるとす

れば，彼は議闘家となったことになる。乙の敷地の広大主は底隣だけではなく公開スケールの視

点で窓簡を把握する能力を彼l乙勾・えたとも考えられる。

次第に楠物への関心が潟まり，当時の高名な櫛物学者で，ハーバード植物鏑 (HarvardBotanic 

Garden)の関長グレイ (AsaGray)に偶人的に部専ました。さら;ζ1864停に出版されたマーシュ

(G田 rgePerkins Marsh)の "Manand Natur邑"を読んで感動し，環境保全へ視野が広がっ

た。彼の師グレイとマーシュは親交があった上，サージェントは 3年にわたるヨーロッパ遊学中
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Iζ，マーシュがζの本を番くことを思い立った地中海なども訪れ，乙の本のゆで指摘されている

文明による植生の袈追を実感していたのであろう。

1873年には，引退するグレイを引き継ぐ形で，ハーバード植物関と新たに設置されたアーノル

ド樹木関の閣議に話命された。その後，終身との地位iζ留まった彼は，植物学者のネットワーク

を築き上げ， ζこをアメリカの樹木学研究の中心とした。サージェントは，当時の森林lζ関する

第一人者として， 1880年に行われた第10由国勢調査の森林部門の讃任者に任命された。さらにl部4

年i乙公表された「北米の森林に関するレポート (Reporton the Forests of North America) J 
は森林研究者としての彼の名声を確臨たるものにした。披はその中で伐採の問題に触れ，森林の

資源の枯渇を瞥告し，その後の森林政策に大きな影響を及ぼした。

また， 1883年からニューヨークチ1'1北部のアデ、ィロンダック (Adirondack)山の森林と水源の

管理を州に求める運動にも関わるようになっていたい)0 1885年にアディロンダック州立保護林

が設立された際に，彼はその森林護員会の畏に自命された。さらに1881年から85年にかけては自

然史博物館のアメリカの樹木の展示品の収集も引き受けている。

40代半ばを迎え最も充実している時期の1887年に "Gardenand Forest"の縦識が始まった。

ζの雑誌を出版している期間中にも， 1891年から「北米の樹木 (Silvaof North America) Jの
監修ぞおζない， 1902年に完成させた。この全14巻はその後，関係者の必携惑となった。さらに，

1905年には「北米の樹木マニュアル (Manualof Trees of North America) J を出版してい

る。また， 1892年にはフローラの多織な日本を訪れている。雑誌の廃刊の前年の1896年には，森

林政策を検討する関立科学アカデミーの森林委員会 (ForestCommission)の畏として西部の

森林の実情を視察した結果， 13ヶ所の保護林の設定を諮問し，後の国有林となる地域の設定にも

関与した。乙のように彼の活動が畿も充実していた時期と雑誌の発刊されていたj諮問は重なって

いる。

サージェントは1927年3月22日にアーノルド樹木関の関長として在職のまま没した。彼は顧問

で気難しい人間であったと替われている。そのことは彼が編集した雑誌からも感じられる。しか

し，事苦笑l乙仕惑を組織・推進する能力l乙関しては， 10年j習にわたるとの雑誌の編集に加え，樹木

踏の強備や長大な植物翻意霊の監修などの業績からも腕らかである。

彼が半世紀以上にわたって関長として活動の摂拠地としたこの樹木闘は，プラントハンターを

世界に送りだし，北米における植物研究や鴎芸ブームの中心となったことで有名であるが5) そ

の敷地のデザインやボストンの緑地系統の中での公開的位讃付けなどの点で，遊間史においても

璽援な意義を持つ。その敷地計繭にはニューヨークのセントラルパークの設計で知られるオルム

ステッドが協力している九

ζの敷地は元来130エーカーの面積4含有する農場で，サージェント家の邸宅にも近かった。乙

の農地はその裕福な所有者の遺言ぎにより， 1872年iζハーバード大学に正式に寄贈された。ボスト

ン市街が盟める丘や湿地等を含む変化に欝んだ土地であったが，その当時は全体が荒れ果ててい

た。サージェントは初代臨畏として，この広大な敷地ぞ整備して，生育可能なあらゆる穣類の植

物を，自生であるか外来であるかにとらわれずに育てたいと思った。しかし，それを実現するた

めには予算が眠られているという現実的な関閣に突き当った。そのj燥の彼の発想の控目すべき点

は，彼は植物学者と遊関家の2つの視点も持ち合せていたという ζとでみる。

1874年6月にボストンの公閣に関する公聴会が開催されるのを機に，披はすでに著名な遊隣家

として，近隣のブルックライン (Brookline)に事務所を構えていたオルムステッドに手紙を

いた。その中で，乙の130エーカーの船木躍の敷地を公閥として，ボストン司?に相当の予算を投

じて管理してもらう…方，植栽に関しでは自分lζ任せてもらうようにできないものか椴談をもち
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かけている。これに対してオルムステッドは公闘とf.JJ水闘の要求が同時に満たせるだろうかと

開会投げかけながら， I~I 分がデザインするよりも，サージェントが披のアドバイスによって自ら

デサピインする ζと令提案している O ζのようにオルムステッ Fは当初，サージェントの提案に設

定的であった。しかしながら，彼は次第に熱q1し，ついにその仕事を無償で引き受け， 18781ドの

現.をほとんどその計闘の立案に費やすほどになった。

その敷地計阿 (図 3) は一見単純に見えるが，外国症のものぞ多数合むさまざまな形態・

色彩の樹木を植物学的に配置しつつ， ζζの地形の特色ぞ生かして，公i到に強求される調和の

とれた鍛f台湾りUiすという過程はかはりi本1!Jiltであった。だが， ζの科学と嵐致の結合と詮う難

問があったから ζそ，オルムステッドとサージェントは熱II~ したのであろう o 100年以上を縦た

日 (閤-4) でも当初の状態がそのまま維持されている事実は，当時の計測の完成度のi荷主

の統拠と設えよう。

--
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1882年には乙の樹木闘をボストンの公開システムのーっとして管fmーするための合窓設がハーバー

ド大学とボストン市との問で取り交わ3れた。その内容はサージェントが8年i誌に製んだものに

近かった。すなわち，ボストン市がζの敷地ぞハーバード大学:からEl.ll持入し， 1∞0年契約でハー
ノてードにリースするという内特で，その臨設等の桧:到!は当局が行なう ζとになっていた。この
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THE ARNOLD ̂RBORETUM 

関-4 アーノルド樹木関(1975)

l箆，隣接地もボストン市によって鱗入され，現在は265エーカーとなっている o このようにして

アーノルド樹木閣は北米の樹木学の中心となる基礎ができ上がるとともに，ボストン地域の-f!5J乏

の憩いの場としても提供される ζ とが約取された。換話すれば，アーノルド樹木闘は，世界の植

物~栽摘しただけの?夜間ではなく，オルムステッドが計闘したエメラルドネックレスと呼ばれる

ボストンの緑地系統に組み込まれた公館(図… 5)として，また，さまぎまな植物情報の発揺地

として，多くの人々が関わる場として機能した。

3. "Garden and Forest"の概要7)

"Garden and Forest"はサージェントとオ/レムステッドが共同役立者となって， 1888年の

2月29fヨから週刊誌として発刊された。 ζの2人は，アーノル 1，'IiIf水閣の仕事委混じて，既に親

しくなっていた。 ~t.こ，その頃にはサージェントの甥のコッドマン (Henry Sargent Codman) 

がオノレムステッドの事務所で鋤いていた。にもかかわらずオルムステッドが雑誌の議出者に加わ

らなかったE型由としては，先ずj器関設計劫.務所の仕事が大変忙しくなっていたことがあげられる。

ヒツレトモアの計調が始まったのも ζの年である。また，彼自身がi況に60代半ばぞ過ぎ， !浪界~感

じていたことも明らかTごo

そζで，刊行資任者 (conductor) してサージェントが務めた。だが，実質的編議者は

ジャーナリストのスタイルズ (WilliamA. Stiles)であった。各サの段初Of乙儲載された編集者

によるエッセイは彼が中心となり，時には関係者が交代で，tQ当していたと忠われる。発刊のた

めの資金はオルムステッドのクライアントでもある寓議たちが提供していた。

乙の週刊誌の構成は，編集者のエッセイ， i読物の紹介，連載記事，読者からの通信，文献の紹
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[羽-5 エメラルドネックレス(1896)

介，ニュース的協報ぞ盛り込んだノートなどからなっている。践と森林Jというタイトルがつ

いているが，ページ数の多くを占めていたのは新躍などの紹介である。これはサ…ジェントの専

門の影響を考えれば治然と替えるが，むしろ編集者のエッセイや説者からの通{誇などに当時の環

境にかかわる問題に関する情報が多く擦り込まれていることが出自に{践する O その中にはオルム

ステッドとその弟子たら，特にその一人で‘専q1lJ!織としての造I~~の確1L Iこ資献したが，若くしてな

くなったエリオット (CharlesEliot)が娯繁に投稿していた O 訴林l乙i到しては， ドイツからの

移民で連邦政府の森林部内定問やコーネル大学:の林学部長や艇任し，アメリカ・カナダの林業，

林学令確立したファーノウと;;その後紋者とも設えるピンショー，さらには彼らの師ブランディ

ス(Dietrich1ヨrandis)やビルトモア森林学校のシェンク (CarlAlwin Schenk)も投稿してい

る。

ζのように紫明開!の遊間や林業の代表的な専門家たちぞ主主主医者に加えて，かなり質の向い内容

守秘持しながら刊行されたが，丁度10年日の出町年末をもってj発刊となった。その巻末の路子Ijの

Z字削iζは以下のように記されている。 r第10巻が完結する本号やもち "Garden and Forest" 

の出版は終了す明る。 10年間，関と森林lζ関する.il引:Ij訟を刊行する試みが，商業的影響ぞ受けず

最長を目指して作なわれた。 ζの実験は多くのi刷出と費用必要したが，結果としてアメリカ合汁|

閣にはこのような雑誌の出版ぞ支えるほど，その記事に関心を持つ人々がいないことカ>f.UI到した。

財政的iζ成功せずi授かれ早かれ消え去る雑誌の刊行にこれ以上の時間と金吾費やすζとはm;誌で

ある。 Jζのようにi現業的lζ失敗であったのは，内椋の斑のi窃さの代償として，かなり専門的に

なり，…般の読者の関心を号|く記事が少なかった ζ とがあげられる。遥か以1mの1841年に出版さ

れたダウニングの域協に関する若手物 "ATreatise on theτ11eory and Practice of Landscape 

Gardening Adapted to North America"が何度も!慌を議ねて，ベストセラ…となっているこ

とからも伺えるように，そのな~I乙はアメリカの大衆の関設や路関に対する I~心はかなり高まって

いた。しかし，この雑誌はそのような自宅の開閉の修禁のための実用的知識ぞ求める大衆を

として怨していなかったので， IU?J読者が限定されたのであろう o :l控lこ，大衆の摂求lこ迎合しな

かった放に，擦の1向い内容を保持する ζ とができたとも設える O

財政難l乙加えて， ζの締結の協力者のうち，オルムステッドの事務所の'ゴミ務の111心をfQってい
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たコッドマンが1893年iζ虫垂炎で死l乙，オルムステッ 1"1[3身も1895年には号l:ilました。その上，追

い打ちぞかけるように，ょにリオットも18971:ド 3月に，過労が版協と思われる脳膜炎で急逝した。

ζのように発刊の中心的人物が短期jI1~'Iζ次々と抜けたことにより雑誌の継続はー隠m郡滑になった

と推察される。それにとどめを刺したのは1897年10月6日の編集者スタイルズの死であった 9)。

このまjf~誌の訴備は発行部数等の事業的な視点よりも，アメリカの社会のゆで，治i羽や林業が環

境保全に関わる分野として位躍付けられることに民献したという点からなされるべきである。乙

のζ とは知的エリートと大衆の関心の遊離を鋭~する結果ともなっている O 乙のH寺期は，造舗に

関しては，陸I~l職人が総括な人々の臆ぞ対象とする "landscape gardening"から人間と i当然環

境の調和H及う専門家としての "landscapearchitecure"への移行の段1;皆とも蓄える。一方，森

林に関しては，際壊の保全母目的として公有林が設定おれ，管理組織が整備されていく段階に重

なる O このため，大衆はζの急、激な変化のiごいでも方向が搬めはかったのかもしれない。

だが， ζの雑誌の蕗刊の間後i乙浩劉や林業の専門家の協会が役立され，機関誌が発刊されてい

るところから "Gardenand Forest"は専門への分化i品開のたたき台の役割を宋-たしたと考え

られる。

4. 雑誌への投稿者たちとその活動

ζの雑誌の中では植物の紹介等に加えて，当時の環境に関わるおまさな問題がよく論じられ

ている o 例えば，ヨセミテ料金:公閣の私物化問題，セントラルパークの問題，アディロンダック

111の保全， 1893年のシカゴの世界関覧会の紹介，職業としての治協|家や林業家の役得IJについてな

どがその例としてあげられる o 以下雑誌にζれらの問題を提起した人々の活動ぞ探ってみる O

1 )オルムステッド(1822-1903)

オルムステッ F自身はほどんど論説を千寄せてはいないが，彼の事務所のpfr員たちがH寺折投稿iし
ている O 数少ないオルムステッドの論説の一つに，植物材料の選訳に関したものが見られる。そ

のr:tで， 1託生の髄!加を主体にデザインはするべきであるが，外関絞のものも，同開との綿和が保

てれば排除するべきでないという窓兇ぞ表明している 10)

オルムステッドが， ζの~im総;ζ盟んだζ とは迭問家の専門職としての社会的認識であった。彼

は1863年には，庭師ぞ連想させる "landscapegardener"に対して， "landscape architect"とi当

祢していた。しかしながら，乙の雑誌のゅでは "landscapeart"や "landscapegardening" と

いう ζ とばのみが用いられ， "landscape architecture"は余く I:Uてこない。 ζ こにも社会におけ

る造殴認識とオルムステッドらの目指した造闘家の許制とのジレンマが読み取れる。

オjレムステッドの支持者で契討す史家のレンセラー夫人 (Mrs.Mariana G. Van Renss日laer)

が世界の陸!鴻の連載記事 1114台掲載したことから，諮問家志盟の若者がオルムステッドの事務所で

働くこと在希望するようになった。被はそういう若者ぞ心から歓迎する¥路や1tなど突しさ

だけに関心守的いている人間は逃|調家として必要ないと斯認している。彼は奨しさTごけではなく，

社会的視野や持っている ζ とを遊間家志盟者に望んでいた。

亡くなった荊の息子で，義潔の息子となったチャーjレズ UohnCharles Olmsted)は，

な構造物の施工等の技術解説記事を何度か投稿している 1幻o ~n寺実子のフレデリック CFrederíck

Law Olmsted， Jr.)はまだ事務所での見習いの時期であった。
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2 )エリオット C1859-1897.関-6) 13，叫

ノ、ーパー I~'大学の学長となった同名の父親 CCharles W， Eliot)をf!jつエリオットは，サージェ

ントと問機，ボストンの名家の出身であった。学生時代に現在のアケディア開立公鴎 (Acadia

National Park)を訪れ，その環境を保全するために土地の購入を働きかけるほどのi当然愛好家

だった。 1882年にハーバード大学を事業後，数ヶ月間の鴎芸教育を受けてから，建築家の叔父

(Robert S， Peabody) の紹介でオjレムステッドの欝務所で鋤くことになった。乙乙てで~{I修陸彦s業 4脅P積

んで

き受けた。

エリオットの最初の大きな讃献は公闘というものぞ地域レベルでイ立讃付けたことであろう。す

なわち，オルムステッドカ1ボストンのゆ心であるボストンコモン (BostonCommon)からアー

ノルド樹木閣を経てフランクリンパーク (FranklinPark)に諮るエメラルドネックレスと呼ば

れる都市の公鴎緑地系統を造り出したのに対して，彼は環境の保全という視点から次第に希少と

なってきた都市周辺の樹林を含む強調をマサチューセッツチ1'1というー璃広大な地域の中の線地シ

ステムとして位置付けて保全をはかった(随一7)。

その実現のため，エリオッ卜はまず "Trusteesof Public Reservations"とよばれる公有地の

管理委員会の設立に奔走した。その設立の提案が般初になされたのが "Garden and 

Forest"誌上であった 15，16)，ヘ具体的には，ボストンの広大な公劉用地を購入する "Metropolitan

Park Commission"の設立に加えて，乙のニューイングランド地方の残存する天然林を人々の

利用と楽しみのために無税で管理する市箆の

紘織づくりを提案した。被の提案が雑誌に掲

載されてから15ヶ丹後の1890年には，乙の組

織が立法化されている。 ζζiζ彼の行動力の

一端がうかがえる。なお，この制度が1895年

のイギリスのナショナJレトラストの設立に影

響を及ぼしていることぞ忘れてはならない。

さらに1892年には "Metropolitan Park 

Commission"が発足した。翌年に，エリオッ

トはζの委員会に保全選定地域を含むレポー

トを挺出している。

彼は，専門職としての造閥家の社会的認識

を目指した記事も何度か雑誌に番いてい

る18，19)。このように造関というものを金持ち

の道楽や偶人の家の修繁から社会へ概念毎拡

大したζとに加えて，公園の仁tt乙ウィルダネ

ス的な要紫，すなわち，森林舎もちこんだの

もエリオットであった。 1897年 1月に掲載さ

れた論税制の中で保全主れた森林の風致施業

CLands田 peFor宙 try)を提案している。そ

の中で，保全おれた森林といえども入閣が苧

を加える ζとが必嬰であると述べている。そ

して，乙れが雑誌での彼の最後の論説となっ

た。披の活鶴巻オルムステッドも期待してい

図一 6 チャールズ・エリオット
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たのにも関わらず，間年3丹25日にエリオットは37識でζの肢を去った。

披の父親は，同様に建築家志望の息子を失った大寵築ロピンソン (NelsonRobinson)の号寄付

によって， 1900年にハーバード大学に建築と遊園のデザイン学部を設立した。 ζのアメリカで初

めての遊隣教育カリキュラムの作成には，オルムステッドの息子 (FrederickLaw Olmsted， ] r.) 

が当たった。

3)ファーノウ(1851刷 1923)21， 22， 22) 

ファーノウは1851年 1fj7日にプロシアに生まれた。その森林アカデミーそ卒業後，プロシア

の森林局で経験を積んでから， 1876年にアメリカに移住した。しばらく企業の森林経営に参闘し

てから， 1882年からのアメリカ林業会議室(AmericanForestry Congress)を組織する際に手腕

を発揮した。その間， 1885年のアディロンダックの森林の保全にサージェントやオルムステッド
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とともに貫献した。 1886年には連邦政府に設けられた林業部門の主任 (Chiefof Division of 

Forestry)として採用され，アメリカの林業運動の中心的役割を果たし， 1891年の保鑓林の制定

に関してはその法案の起草までこなした。また，オルムステッドも関わった1893年のシカゴの世

界博覧会では林業闘の麗示に精力的に取り組み，林業への支持を求めた。 1898年にはピンシ吉ー

を後継者として主任の職を辞してから，コーネル大学でアメリカで殻初の大学レベルで‘の 4年制

の林業教青を開始した。

彼は林業，林学に関して約250編の論文と 2冊の本を残し，林業専門誌の発刊にも関わってい

る。 "Gardenand Forest"誌にも頻繁に投楠し，森林の擬業法，樹木の敢り扱い方，森林法，ド

イツ林業の紹介など多|技な分野にわたって解説している。彼は森林の望新と慌続生産をアメリカ

で最初にとなえ，林業は経済的に現実的であるとした。また，今日の都市林に穏当するものの敢

り扱いを述べた"官leCare of Tr開 sin Lawn， Street and Park"という本を1910年に轄して

いる。さらに，林産研究の必要性を訴え1909年にウィスコンシン大学キャンパス内の森林周森林

生産物研究所 (ForestProducts Laboratory)の設立にも賢献した。 1923年 2月6日lζζの世

ぞ去るまで，森林を総合的に挺え，出版，政策，教育，研究を媒介として森林の保全思想を普及

させることに讃献した。

4)ピンシ百一(1865-1946)剖)とシェンク(1868-1955，圏一 8)お)

ファーノウの跡ら受け継ぎアメリカの国有林の保全に大きな態饗を与えたピンショーがヨーロッ

パ滞在中に勢いた林業に関する初めての論文が掲載されたのが "Gardenand Forest"誌であっ

た。その後，披は10閉ほど投稿しているo これらの論文が縁になったと思われるが，彼はサージェ

ントが委員長に任命された前述した森林委員会の最年少の委員に選ばれている o このζ とが隣係

しでか， ~皮は乙の雑誌を高く評{ílIiし，当時としては林業に関しての一番のものであったと述べて

いる。

シェンクもファーノウと同様プロシア強ま

れで，ピJレトモアの森林の管理をピンシ宮ー

から引き継いだだけではなく，アメリカ初の

林業学校を組織し，林業の専門家を脊成した。

彼のアメリカで初めての論文 "PrivateFor-

ぉtryand State Forestry"が4間iζ渡って

掲載されたのも ζの雑誌であった。しかし，

彼が乙れらの論文を投摘したのは "Garden

and Forest"が隣.刊されるま戸であった。

5 )スタイ jレズ(1837-1897)

教育者などぞ経て，ジャーナリストになっ

た披は林業や造閣の噂門家ではないが，その

社会的重要慨を誰よりも痛感していた。彼は

署名入りの記事は金く残してはいないものの，

乙の雑誌の編集者として毎避のように論説を

担当していただけではなく，実質的にこの雑

誌のすべてを取りしきっていた。週刊誌とし

てζれほど質の高い出版を10年間にわたって
間一 8 カール・シェンク (1951)
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推進した編集者としての能力もさる ζとながら， ζれを媒介として社会改革を進めようとした態

勢が重要である。彼がζの雑誌を通じて訴えたかったのは，欄々の櫨物や躍の紹介ではなく，環

境の保全とその社会的認識であったことが感じられる。植物等の噂門家ではなかったからこそ，

分野にとらわれない視点で持来を展望し，世論に訴える ζ とができたのであろう。

具体的にはニューヨーク州のナイアガラの滝やアディロンダック山の環境問題，ヨセミテやイ

エローストーン臨立公悶の管理の問題をとりあげた。主らに，セントラルパークへの建築物侵入

阻止と，そこでの博覧会開桜中止運動ぞ展開し，オルムステッ I~'のデザインを擁護した。サージェ

ントの関心が植物に限られ，植物の解説記事だけを執筆していたのに対して，彼はオルムステッ

ドと間様，遊園を社会改革のため主主かそうとしていた。このように彼がこの雑誌の刊行の中心人

物で、あったがゆえに， 1897年10月6自の彼の死とともに，雑誌も路刊になった。そして，彼の名

前が "Gardenand Forest" 誌上に登場したのは，彼の哀悼記事が最初で最後となった。

5. "Garden and Forest"の役割とその意義 26.27.28) 

初めに，同時代の森林隣保の雑誌の発行を辿ってみよう。 1882年にアメワカ林業会議が開館さ

れるようになり，その議事録の出版が "Gardenand Forest"の発刊前年まで続いた。さらに，

1895年に図版を持つ階ーの全臨;腕棋の林業誌として"官1eForester"が発刊された。 ζの雑誌

は4聞も名前を変更し， 1931年に今日まで続くAFA(American Forestry Association)の機関

誌、"AmericanForests"となった。さらに "Gardenand Forest" の踏刊後の190:鈎~Iとは，ファー

ノウと彼が教えていたコーネル大学の向窓生によって"官leForestry Quarterly"が発刊され，

ζれも1918年に改名おれ今日のSAF(Society of American Foresters)の機関誌 "Journalof 

Forestry"となっている。

アウトドア関係の関連雑誌の刊行を調べてみると，…帯百いものは1873年にグリンネル(George

Bird Grinnel)が中心となって発刊した "Forestand Stream"があげられる。これは狩猟や

渓流釣を楽しむスポーツマンのための雑誌であるが，その記事には水源調援など帯林の保全l乙関

するものが多い。 1903年には今沼の "Fieldand Stream"に吸収されている。さらに1887年に

は "AudubonMagazine"が発刊されている。 1888年には廃刊!となるが，今日の "Audubon"

l乙受け継がれていると考えちれる。さらに， 1889年には "OutdoorLife" ， 1893年には鷺山を

中心とした "SierraClub Bulletin"が発刊されている。

ζのように "Gardenand Forest"と相前後して森林や環境問題を扱ったさまざまな雑誌が

発刊されている。しかし，そのr.:pでも "Gardenand Forest"は極めて質が商く，その内容が多

岐に渡っていることが特色と言える。これはその協力者のゆに当時のオピニオンリーダーとして

社会的影鱒力が大きな人々が合まれていたからであろう。

さらに注閉すべき ζとは 2つの噂門家の組織がその路刊の笛f去に結成されている点である。ま

ず，造闘家の紹織作りはオルムステッドの弟子の一人であるマニング (WarrenH. Manning) 

が1896年冬からエリオットの協力を得zて進めた。 1897年の夏にはまず"AmericanPark and 

Outdoor Association"が結成された。しかし，その頃にはエリオットは他界していた。さらに，

1899年1月4臼に11人を発起人とするASLA(American Society of Landscape Architects) 

が結成され，オJレムステッドが引退してから事務所を引き継いだチャールズ(John Charles 

Olmsted)が初代会畏となった。強念ながら会誌の発行は1910年まで待たねばならなかった。

一方， SAFは1900年11月初日にピンショーが中心となって結成された。その機関誌的なものと

しては，ファーノウがコーネル大学時代に学控の協力によって1902年に発刊した "Forestry
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Quarterly"がその役j1ilJi'県たすようになった。なお.SAFが専門家在中心とする校日;践であるの

に対して.1875jf(ζ結成されたAFAは…・般の人々も含んだ組織である。

6. ま と め

雑誌 "Gardenand Forest"はアメリカの環境認識およびその反映としての政策が大きく変

化した時代に10jf:: lI~Iこ渡って刊行され，闘の商い情報脅提供した。 ζの雑誌は購読者が限定され

ていた可能慌があると述べたが，披らは~lm誌から発{詩された情報令社会に反映できる立場の人i主

であった。 ;ttこ，この雑誌が読者の投稿脅歓迎し，その窓見がすぐにr:1J陥ぶれる.ilMFlJであったた

め，諜境保全の惟進者たちがζの中で議論を戦わせたり，自らの考えぞ発}良させていくことが可

能になった。その過程で治腐は単なる例JJIJ的な底や公i鴻を造る技術から，自然現境と人間社会の

調和を目指す地域レベルの視点を形成していった。一方，林業も木材を収奪するという技術から，

符林や諜境保全へと展開していった。 1897年lζ関係者の死が続いたことによって廃刊されたのは

残念だが，その危機感がその後の組織作りや，造!説教育の開始lζ影饗ぞおよぼしたと忠われる ο

環境保全の分野に対する当時の人々の支持母得ることは閤雑であったことが卸橡されるが，今

日のように関芸，林業，逃関というような専門の分化が進んでいなかったのでなしろ専門の違い

にこだわらない広い視野に立った協力体制が作りやすかったとも設える o サージェントが造illm~ま

から樹木学者になり，オルムステッ 1，'も科学的農業から造!鶏ぞ礁ーなした乙とからわかるように，

お互いに相手がやっていることを溶努に盟解できるうi工場にあった。さらに，路上で娯繁に掲載記

事に対する成対意見が表明されていることから，分野の縄張り意識にとらわれないで健全な

会1JEし.{葉樹保全運動の発展に資献した。 ζの点，あまりにも細分化された今日の日本の森林や

公開行政，教育などの縦書IJり構造の弊容とrr告らし合せると考えさせられる点が多い。
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SUMMARY 

τne last decade of the 19th century was an era of environmental awareness brought 

by urban problems and the destruction of forests in the United Stat回 assymbolized by 

Frontier theory by J ackson Turner. At the beginning of such period， a weekly magazine 

titled "Garden and Forest" was inauf，rurated in early 1888， This magazine， conducted by 

Charles S. Sargent of the Arnold Arboretum， was commercially not very successful， but 

the contributors were given opportunities to express new ideas and to discuss them freely. 

Among them were 1問 dersof new professions called forestry and landscape architectUl・e.

l手rederickLaw Olmsted， cか founderof this magazine， could not write to this maga-

zine because he was occupied with many landscaping projects in spite of his註ge.However， 

his successors like Eliot， Codman and his step son Charles contributed more often and 

tried hard to establish their new profession in the society and expanded the field of 

landscape architecture from park maker to the regional planner. On the other hand， 

foresters like Fernow， Pinchot and Schenk also took advantage of contributing to this 

magaZll1e. 

Death of Stiles， an extremely capable and eloquent editor of this magazine， following 

Eliot.， put an end to this magazine in December 1897. However， during that decade， both 

forestry and landscape architecture had solidified their base. 1n 1899， American Society 

of Landscape Architects was 01・ganized，and it was fo!lowed by establishment of first 

landscape architecture curriculum in the United States at Harvar札 Atth日 sametime， 

Society of American Foresters was organized， and national forest systern began rapid 

expansion for conservation. 




